第１学年　道徳学習指導案 

	日　時：
	平成24年10月10日(水)と11月中旬

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


1.主題名:望ましい生活習慣、節度・節制(1－(1))　
２．ねらい：望ましい生活習慣を身につけ、心身の健康の増進を図り、節度を守り節制に心がけ調和のある生活をする。
３．資料名：「時を裁く人」(きみがいちばんひかるとき(光村図書))　(p.34～37)
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	時間の使い方について考え、時の国のイメージをふくらます。
	①　もし、時間を自由に使えたらどうしますか。

(5分)
　・寝る　・ゲーム　・旅行　・テレビ
	【一斉・発表・確認】
・自由な感じで。

・資料を読む前に、時の国については、「時間は国民のもの」であることや日課が決まっていることを確認しておく。

	展開
	資料を読み、考える。
	· 資料を読み、裁判にかけられたカールとマリーの行動を確認する。(15分)
(カール)・深夜を抜け出し、勝手に遊びにふけった。

　　　  ・深夜、仲間と森で踊りふけった。

(マリー)・勝手な日課表をつくる。

②マリーはなぜ新しい日課表をつくったのですか。

　・夜起こされるから、4時には起きることが出来ない。　・生活費を稼ぐため。
　・5時に起きても、仕事に差し支えがない。

　・介護の仕事に就きたいから。　
	【一斉・確認】

・マリーの日課表を貼り、新しい日課表をつくった理由を確認する。

・時間をかけない。

	
	
	③カールやマリーに対してあなたはどんな判決を出しますか。その理由は？(20分)
(カール)【有罪】・深夜に遊んでいる。

　　　         ・寝ている人や動物に迷惑。

【無罪】・カールだけではない。

　　　         ・自分の時間も必要。

(マリー)【有罪】・勝手に変えたのは良くない。

【無罪】・将来や家族のことを考えているのでよい。 ・仕事はしている。

　　　         ・周りに迷惑をかけていない。

　　　         ・自分の時間も必要。
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】

・必要に応じて、グループにする。

・時間の使い方における二人の考えの相違点に注目をさせる。

・二人の行動の有罪・無罪だけでなく、判決の理由からより良い時間の使い方について考えさせる。

	終末
	望ましい生活習慣について考える。
	④今日の授業を通して、感じたことを書く。
　(ワークシート5分・発表5分)
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】

・よりよい生活を送るためにはというどうしたらよいかを考えさせる。


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物
６．板書計画
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７．今後の改善点

　◎　終末では、資料から離れてこれからの自分の生活につながるように書かせる。
　◎　二人の対比から、良い時間の使い方について考えさせることをじっくりするとよい。
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